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創
立
1
0
周
年
を
迎
え
た
Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
６

月
２
日
、
東
京
千
代
田
区
の
全
共
連
ビ

ル
で
第
１
１
ハ
回
総
会
を
開
き
、
3
3
団
体
約

一
〇
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
山
崎
洋
一
常
任
幹
事
（
秋
田

県
難
病
連
）
の
司
会
で
開
会
し
、
大
中

幸
雄
幹
事
（
鹿
児
島
難
病
連
）
と
大
泉

廣
幹
事
（
全
低
肺
）
の
両
氏
を
議
長
に

選
出
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
藤
た
て
お
代
表
幹
事
が
、
「
創
立

1
0
周
年
を
迎
え
、
新
た
な
前
進
へ
の
節

目
の
総
会
で
す
。
患
者
運
動
の
先
輩
た

ち
が
苦
し
み
な
が
ら
、
闘
い
歩
ん
で
き

た
道
。
私
た
ち
が
闘
っ
て
き
た
道
を
風

化
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
挨
拶
、
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

紹
介
の
の
ち
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

総
会
に
参
加
し
て
い
る
団
体
の
代
表
が

紹
介
さ
れ
、
加
盟
を
前
向
き
に
検
討
し

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
9
5
年
度
の
活
動
報
告
、

決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
が
一
括
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
報
告
に
対
す
る
質

疑
の
あ
と
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
新
年
度
活
動
方
針
案
、
予

算
案
が
一
括
し
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

9
6
年
度
活
動
方
針
案
は
、
患
者
会
と

患
者
運
動
の
原
点
を
見
つ
め
な
が
ら
、

わ
が
国
の
社
会
保
障
の
変
質
を
く
い
と

め
、
真
の
福
祉
社
会
の
実
現
、
忠
者
が

主
人
公
と
な
る
医
療
の
実
現
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
社
会
づ
く
り
の
実
現
を

め
ざ
す
た
め
。
す
べ
て
の
患
者
団
体
に

大
同
団
結
を
よ
び
か
け
る
提
案
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
苦
し
い
予
算
編
成
を
せ
ざ
る

を
得
ず
、
財
政
基
盤
の
一
層
の
強
化
を

よ
び
か
け
た
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
提
案
を
受
け
、
活
発
な
憲

見
や
質
問
が
出
さ
れ
、
活
動
方
針
案
、

予
算
案
は
承
認
さ
れ
、
役
員
選
出
委
員

会
か
ら
提
案
さ
れ
た
新
年
度
役
員
も
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

「
患
者
運
動
は
、
多
く
の
国
民
に
と

っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
社
会

資
源
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ
結
成
後
の
1
0
年
間

は
、
制
度
後
退
へ
の
抵
抗
の
歴
史
で
も

あ
り
ま
し
た
。
2
1
世
紀
に
向
け
た
日
本

の
医
療
と
福
祉
を
国
民
本
意
に
す
る
た

め
の
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

決
意
し
ま
す
」
と
総
会
宣
言
案
が
提
案

さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
新
た
な
患
者
運
動
の
歴
史

を
創
造
す
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
、
閉

会
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
関
連
記
事
２
面
～
６
面
）

７
1996－上土十川⑤］
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9
5
年
度
活
動
報
告

　

こ
の
一
年
問
は
、
非
日
常
的
な
事
件
や

出
来
事
が
一
気
に
表
面
化
し
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
国
民
の
生
命
や
財
産
が
軽
ん
じ
ら

れ
る
経
済
効
率
優
先
、
企
業
論
理
優
先
、

私
利
私
欲
の
政
治
の
挙
げ
句
と
も
い
え
る

も
の
で
し
た
。

　

社
会
保
障
、
福
祉
の
分
野
で
も
、
国
や

地
方
自
治
体
の
１
　
任
に
よ
る
社
会
保
障
制

度
か
ら
、
「
社
会
連
帯
」
「
相
互
扶
助
」
「
自

助
」
を
基
本
と
す
る
社
会
保
障
に
大
き
く

変
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ

け
介
護
保
障
に
つ
い
て
厚
生
省
は
国
の
責

任
に
お
い
て
取
り
組
む
の
で
は
な
く
社
会

保
険
制
度
に
よ
る
「
社
会
連
帯
」
と
し
て

進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
、
「
介
誕
保
険
」
構
想
や
難

熱心に報告を聞く評議員

事
務
局
長

/ ＼

林

　

孟

　

史

病
対
策
の
見
直
し
な
ど
へ
の
対
応
を
中
心

と
し
て
こ
の
一
年
間
加
盟
団
体
と
と
も
に

活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
い
1
1
1
1
月
、
札
幌
市
で
「
目
本
の
医
療

・
福
祉
と
患
者
運
動
を
考
え
る
全
国
患
者

・
家
族
集
会
9
5
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

集
会
は
、
「
介
誕
保
険
」
問
題
を
中
心

に
す
す
め
ま
し
た
。
講
演
と
討
議
を
交
わ

し
、
現
在
、
厚
生
省
が
検
討
し
て
い
る
社

会
保
険
方
式
で
の
「
介
護
保
険
」
で
は
、

難
病
患
者
ら
の
介
護
は
保
障
さ
れ
な
い
と

し
て
、
反
対
の
意
思
を
表
明
す
る
「
特
別

ア
ピ
ー
ル
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

結
成
以
来
、
難
病
患
者
ら
の
医
療
と
福

祉
の
拡
充
を
求
め
て
国
会
請
願
運
動
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
咋
年
６
月
５
日
、

衆
参
両
院
一
五
六
人
の
議
員
を
通
じ
て
提

出
し
た
と
こ
ろ
、
は
じ
め
て
衆
参
両
院
で

詰
願
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

診
療
報
酬
の
改
訂
で
は
、
医
療
費
抑
制

策
を
い
っ
そ
う
進
め
、
国
民
の
医
療
を
受

け
る
機
会
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
療
養
型
病
床
群
の
優
遇
、
小
児
、
老

人
外
来
医
療
に
つ
い
て
包
括
化
す
る
な
ど

が
特
徴
で
し
た
。
一
方
、
難
病
患
者
の
入

院
、
在
宅
医
療
の
条
件
が
改
善
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
入
院
が
困
難
で
あ
っ

ｉ ２

た
神
経
難
病
な
ど
の
忠
者
の
入
院
治
療
や

外
来
治
療
の
条
件
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

と
Ｊ
Ｐ
Ｃ
が
働
き
か
け
を
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
、
特
定
疾
患
受
給
者
証
の
中

。
請
方
法
な
ど
を
都
道
府
県
、
政
令
市
に
対

し
て
調
査
し
ま
し
た
。
各
県
に
よ
っ
て
対

応
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
格
差
是
正
を
訴

え
る
資
料
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
別
に

介
護
の
実
情
に
つ
い
て
加
盟
団
体
を
通
じ

て
事
例
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
困

難
と
不
安
を
抱
え
た
実
情
は
、
緊
急
に
公

的
な
介
護
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
、
阪
神
大
震
災

を
教
訓
に
災
害
時
対
策
に
つ
い
て
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
づ
く
り
、
対
策
づ
く
り
、
家
庭
雑

貨
頒
布
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
県
難
病

連
の
代
表
と
取
扱
業
者
が
参
加
し
た
研
修

会
、
協
力
会
員
の
拡
大
の
取
り
組
み
、
街

頭
署
名
迎
動
も
取
り
組
ん
だ
国
会
訪
願
署

名
活
勁
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
問
は
。
「
介
護
保
険
」
問
題

と
難
病
対
策
の
「
見
直
し
」
に
注
目
し
な

が
ら
の
活
動
で
し
た
。
私
た
ち
は
、
今
後

も
介
護
を
受
け
る
患
者
の
立
場
か
ら
必
要

な
発
言
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　

一
方
、
難
病
対
策
「
見
直
し
」
で
は
。

　

「
稀
少
性
、
原
因
不
明
、
効
果
的
な
治
療

法
未
確
立
、
長
期
療
養
を
必
要
と
す
る
」

質問に立つ京都難病連代表

の
新
た
な
四
つ
の
基
準
を
設
け
、
対
象
疾

患
の
明
確
化
を
す
す
め
て
い
く
と
し
、
対

象
疾
忠
の
上
限
を
設
け
る
な
ど
の
方
針
も

明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　
　

「
介
護
保
険
」
構
想
、
新
た
な
難
病
対

策
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
中
で
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の

役
割
は
一
屑
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
1
0

周
年
を
迎
え
た
Ｔ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
を
ま
す
ま
す
大
き

く
、
強
力
な
患
者
団
体
に
育
て
て
い
く
こ

と
が
い
ま
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
来

　

賓
（
敬
称
略
）

▽
厚
生
省
保
健
医
療
局
疾
病
対
策
課
課
長

柿
佐
・
荒
川
勉
▽
日
本
共
産
党
参
議
院
議

貝
・
緒
方
靖
夫
▽
中
央
社
会
保
障
推
進
協

議
会
事
務
局
長
・
堀
幾
雄
▽
全
国
Ｉ
Ｄ
Ｄ

Ｍ
連
絡
協
議
会
・
薄
井
俊
明
▽
愛
知
県
難

病
連
・
貝
沼
栄
一

1996- 7 。||･･･刺刺Ｉ
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96年度

　

活動の重点課題

　　　

１

　

忠者・家族の希いと現状をくみあげ､保健､医療、

　　　　

福祉、教育、就労、住宅、交通など、幅広い要求実

　　　　

現のための活動をすすめます。

　　　

２

　

総合的な難病対策の推進と、地域の難病対策の中

　　　　

心として、また、地域の難病患者・障害者・家族の

　　　　

拠りどころとなる難病センターを全国都道府県に実

　　　　

現させる運動をすすめます。

　　　

３

　

難病対策、小児幔性特定疾患対策をさらに充実発

　　　　

展させる迎動をすすめます。

　　　

４

　

入院給食費の自己負担、室料差額の徴収、付添看

　　　　

護廃止など、健康保険法の改悪による患者・家族へ

　　　　

の負担増加の実態や福祉八法改正による「福祉の市

　　　　

町村格差」を解消し改善を求める運動をすすめます。

　　　

５

　

医療法改悪と診療報酬改訂による重症患者の入院

　　　　

拒否、退院強要をなくし、在宅介護の家族負担を軽

　　　　

減させ、安心して入院、外来、在宅での診療を受け

　　　　

られるよう改善させる運動をすすめます。

　　　

６

　

老齢年金の65歳支給開始の給付切り下げに反対

　　　　

し､障害年金の給付を拡大し､障害者､難病患者､病弱

　　　　

高齢者が安心して暮らせる年金制度改革と無年金障

　　　　

害者の一日も早い救済をめざす運動をすすめます。ｅ

　

７

　

国と製薬企業によって引き起こされた薬害エイズ

　　　　

犯罪の真相を究明し、患者・家族に対する治療体制

　　　　

の全国整備を急ぎ、恒久対策を早期に確立させると

　　　　

ともに、もう二度とこのような薬害を引き起こさせ

　　　　

ないための厚生行政の抜本的改善を求めます。

　　　

８

　

ウイルスによって引き起こされる肝炎の最も重要

　　　　

な原因は一人一針一筒以前の予防接種や医療行為に

　　　　

よることは明らかであり、国はその責任を認め。患

　　　　

者・家族に対して医療費負担の軽減を行うととも

　　　　

に、完全な治療法の開発を急ぎ、二度とこのような

　　　　

医療災害を引き起こすことのないよう総合的な対策

　　　　

を行うことを要請します。

　　　

９

　

公的介護保険の性急な創設に反対し、すべての国

　　　　

民に平等かつ充分な介護が保障されるシステムが急

　　　　

いで確立されるよう運動をすすめます。

　　　

10

　

患者運動の歴史と遺産を引き継ぎ、患者運動の理

　　　　

論化と政策提案づくりをすすめるために「患者運動

　　　　

研究所」設立をめざします。

　　　

Ｈ

　

安定した財源を保証するためのＪＰｃ協力会員の

　　　　

拡大運動を強化します。

　　　

12

　

日本の患者運動を一屑大きく、強くするために、

　　　　

全国の患者・家族団体、地域難病連に加盟を呼びか

　　　　

け、加盟団体の相互理解と相互援助、連帯を一層強

　　　　

め、目本の患者運動を力強く発展させます。

｡IIH･の抑闇1996- 7

　

「
何
よ
り
も
生
命
の
尊
厳
が
大
切
に
さ

れ
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
」
「
人
間
性

復
権
の
闘
い
」
を
宣
言
し
て
、
8
6
年
６
月

の
結
成
以
来
1
0
年
間
の
活
動
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
こ
の
間
に
、
年
金
や
医
療
保

私
た
ち
の
活
動
の
原
点
を
見
つ
め
つ

つ
、
多
く
の
患
者
・
家
族
の
た
め
に

力
を
大
き
く
し
よ
う

代
表
幹
事

　

伊

　

藤

　

た
て
お

険
、
医
療
法
、
老
人
保
健
法
、
身
体
障
害

者
福
祉
法
な
ど
の
改
正
へ
の
提
言
や
改
悪

に
反
対
す
る
活
動
に
取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ

れ
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

　
　

「
介
護
保
険
」
の
問
題
で
は
、
国
民
の

先
頭
に
立
ち
勇
気
あ
る
反
対
ア
ピ
ー
ル
を

出
し
て
、
国
民
的
議
論
の
拡
が
り
の
き
っ

か
け
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
成
果
も
活
動
も
、

日
本
の
医
療
制
度
、
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム

の
不
備
と
不
均
衡
の
は
ざ
ま
に
お
か
れ
、

9
6
年
度
活
動
方
針
案

個
人
的
な
努
力
と
献
身
で
は
解
決
し
よ
う

の
な
い
現
実
も
ま
た
直
視
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
自
身
が
希
望
を
持
っ

て
闘
病
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
私

た
ち
が
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
厳
を
貫
く

た
め
に
、
自
ら
の
病
を
背
負
い
な
が
ら
活

動
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

今
、
私
た
ち
の
前
に
は
数
多
く
の
課
題

が
山
杖
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
患
者
・
家

族
の
信
頼
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
活
動

と
、
そ
れ
を
支
え
る
組
織
作
り
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
悩
み
苦
し

ん
で
い
る
患
者
・
家
族
の
心
の
拠
り
所
と

し
て
成
長
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

結
成
1
0
周
年
の
年
に
あ
た
り
、
私
た
ち

は
、
今
一
度
、
な
ぜ
患
者
会
が
必
要
な
の

か
、
な
ぜ
私
た
ち
は
こ
の
苦
し
い
活
動
を

続
け
て
い
る
の
か
を
問
い
直
し
、
患
者
会

と
患
者
運
動
の
原
点
を
見
つ
め
な
が
ら
、

急
速
に
展
開
し
て
い
る
わ
が
国
の
社
会
保

障
の
変
質
を
く
い
と
め
、
真
の
福
祉
社
会

の
実
現
、
患
者
が
主
人
公
と
な
る
医
療
の

実
現
、
高
齢
者
も
障
害
者
も
難
病
患
者
も

安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
め

ざ
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
で
活
勤
し
て
い
る
す
べ
て
の
患
者

団
体
に
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
へ
の
参
加
を
心
か
ら
呼

び
か
け
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
た

ち
の
力
の
結
集
の
み
が
、
私
た
ち
の
要
求

を
実
現
す
る
唯
ひ
と
つ
の
道
な
の
で
す
。

伺３
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総会アピール

　

私たちＪＰＣはことし創立10周年を迎えました。

　

日本の患者運動はその半世紀のたたかいーすなわち結核患者

のたたかい、ハンセン病忠者のたたかい、薬害スモンや水俣病

など公害被害者のたたかい、ＡＬＳや人工透析など難病患者ら

のたたかい、最近の薬害エイズのたたかいなどの歴史の中で多

くの成果をかちとり、さらに「病気の科学的な認識」「闘病へ

の気概」「療養条件の整備」と患者運動からの教訓を確認して

きました。患者運動は、医学の進歩向上を促し。それを保障す

る医療制度、福祉制度を推進し、患者同士の闘病を励まし、ま

た、自らの闘病体験をもとに疾病の社会啓発に大きな役割を担

ってきました。今日、日本の患者運動は、多くの国民にとって

なくてはならない重要な社会資源のひとつとして位置付けられ

ています。

　

しかしながら、ＪＰＣが結成される直前の1980年代初頭から

は、いわゆる「臨調行革」による社会保障制度の「見直し」が

すすめられ、年金。医療保険、医療供給体制、福祉などの各制

度の根幹にかかわる重要な部分が次々と後退させられてきまし

た。ＪＰＣ結成後の10年間は、こうした制度後退への抵抗の歴

史でもありました。時に集会で訴え、時に寒風や熱射の中、国

会や厚生省をデモの輪で包囲し、時に病躯をおして厚生省や国

会前に座込み､またある時は議員や大臣に私たちの窮状を訴え、

その改善の方向を求めて私たち自身の医療を受ける条件を守っ

てきました。また患者団体は。専門家の協力も得ながら様々な

形態の相談事業や講演会などの啓発活動も行い国民の健康を守

る活動にも真剣に取り組んできました。

　

最近の薬害エイズや介護保障をめぐる論識に象徴的に示され

るように、仮にこの国に患者自身の苦しみや要求を訴える忠者

・当事者の運動がなかったら、口本の医療行政や福祉行政はさ

らに遅れていたでしょう。この患者自身の運動の歴史を風化さ

せてはなりません。いままた、新たな社会保障制度の全面的な

見直しの動きを前にしてＪＰＣは、「人間の尊厳そして生命の

尊厳が全てにわたり、何よりも大切にされる社会」を願い、「現

代における人間性復権の闘い」を宣言した10年前の結成総会の

精神に立ち返って、難病患者や家族の幸せのために運動を進め

ていく決意です。まだ。私たちの運動やちからは十分とはいえ

ませんが、国民の強い期待も担って21世紀に向けた口本の医療

と福祉を国民本意にするための運動に取り組んでいきたいと決

意します。

　　　　　　　　　　　　

1996年６月２日

　　　　　　　　　　　　

日本患者・家族団体協議会第11回総会

ｙ夕ｙ

【1996年度役員名簿】

役　名 氏　　名 所属団体

代表幹事 伊藤たてお 北海近郊病連

事務局艮 小林　孟史 全　腎　協

常任幹事 山崎　洋‥･

加納　正雄

濤　　米三

二木　一三

辻川　寿之

落合　希子

青山　静可

秋田県難病遮

京晶難病連

大阪難病連

大分県難病述

全　交　哭

心　臓　病

I」　喘　連

幹　　お 矢野　　肇

海和　匝川

原　昌治即

成|目みっ江

黒崎　本一

面志本正夫

安藤　晴美

杉山　辰夫

葛城　頁三

朝昆　宮刑

神田　菊三

森田　良恒

上段　　匡

森沢　繁雄

山本　幸男

篠崎　雅吉

小松　　諭

原口|　恒夫

大串　幸雄

辻川　郁子

高出　譲ｌ

小関　　修

大泉　　廣

神　）独1宏

河野　　都

安部　隆夫

佐々木　長

脇目|　和美

北海道邨宿巡

山形県邨宿巡

福島県邨宿連

茨城県難病巡

詐馬県難宿運

長野県難病連

岐阜県難病連

静岡県難病巡

滋賀県難病連

兵庫県難病連

奈良県難病連

和歌山難病運

岡山県難病連

香川県難病運

高知県難病巡

愛媛県難病巡

佐賀県難病巡

回崎県難病運

庇児島難病巡

ス　　な　|鳥

目　肝　|鳥

全　腎　|鳥

全　低　肺

全　療　|鳥

パーキンソン

オストミー

目忠回盟

もやの会

会計監査 吋松　静夫

井ヒ　尚直

静岡県邨病速

目　肝　|高

1996- 7 。||･●の俸Ｉ

4･･
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(川付::円)

1995年度

　

決

　

算

　

報

　

告

　　

自:1995』.1

　

ヤ:1996.3.31一般会計

収

入

の

部

科　目　y， '95年度予算 '95年度決衿 バy比％ 陥　　　　考

分　　　担　　　奎

協　　力　　会　　費

機関誌購読料

募　　　　　　　　奎

寄　　　付　　　金

雑　　　収　　　人

'l,20f

3.(>(（

　　州

5,OOC

10,59(

　　2冽

.000

,000

，000

,000

,000

.905

　3,912,2( 0

　1,173.000

　　817,500

　5､051,793

16,05じ187

　　193, ( 63

93.1

39. 1

90.8

101.(

151.6

　82.2

加盟35川

目標1000

JPCの仲

国会話碩

家庭雑貨

銀行利息

抑113訃』1体納入

|、拍人目a39i目

哨有料購読

ぷ登

　花火、-般寄付

Ｑ

小　　　　　　計 23,92･1.905 27.202.013 113.7

前　間　繰　越 575,095 575.( 95 10 0.ぐ）
／、

【ｊ　　　　　　　　ｌ |･ 24.500,000 27,777.138 113.4

支

出

の

部

会　　　議

機関誌発行
印　　　刷

旅　費　行　勣
事　　　業

訓　査　朗:　究

通　　　仁

人　　　件

雅　　務　　所

備，11111消耗品
協力会費還元支

寄付金還元支

'Jf務所設置積ヽy

雑

？

'i'
？

？

？

？

？

';-

';･
？

S

S

l之
？

3,20ぐ

　90（

1,9(（

　30（

2,00(

　　5（

　80（

5,78.':

　96（
　･15（

　90（

6.33(

　50（

　　3（

,000

,000

,000

,000

,000

.000

.000

，620

，圓0

.000

，閣0
.000

.000

.380

3.67'1.960

　　96'1.962
2､525.096

　　　95.730

2.154.710

　　　31.490

　　650 ,296

5,4･16,277

　　960,000

　　451,350

　　359,10(
7,272.361

1,500.000
　　　10,sr)8

114.8

　97.5

132,9

　31.9

107.7

　()3.0
　81.3

　94.2

100.0

1(肛3

　39.9

114.9

300.0
　29.8

総会､幹当会２､常任幹丿会7

JPCの仲|副8ヽ5片

署抑丿軋地剔也の概姿能

lj喝局出張

患名｀･家族集会、研修派遣他

書籍防人
電話、切干･、振替r数行他

廿務伺ｎ給料．アルバイト

IN務所家賃
コピー賎リース、その仙

石元399目

雑貨還元、花火還元

小　　　　　　Ｉ |’ 24,20(，000 26､0 97,190 107.8

'j゛　　備　　?? 300、000 ０ 0.0
ノ、
１７　　　　　　　　１ |’ 24,50( ,000 26,097, 190 106.5

年　末　収　支 ０ 1,679､9祁

会
計
監
査
報
告

　

一
九
九
五
年
度
「
日
本
患
者
・
家
族
団

体
協
議
会
」
の
決
算
に
つ
い
て
、
会
計
帳

簿
類
、
証
ひ
ょ
う
類
、
現
金
、
預
金
な
ど

の
一
切
に
つ
い
て
監
査
し
た
結
果
、
す
べ

て
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め

報
告
し
ま
す
。

一
九
九
六
年

会
計
監
査

　
　

同

五
月
十
一
日

井村

上松

尚静

直夫

白粉

一般会計予算案1996年度
５

(単位：|りI'l: 1996.4.1　到997.3.31

収

入

の

部

科　目　ｙ 前年度阿y '95年度決算
1996'r-l

Jsりに
C

C:
－

前年度

実績比％
構成比％ 同　　　　ぢ’

分　　　担　　　今

協　　ﾉJ　　会　　費

哉関誌購読料

募　　　　　　　　今

宵　　　付　　　今

祁　　　収　　　人

'1,2(0.000

3,0()(,000

　　90 0,000

5,000, 000

10.590.000

　　231,905

　3,912.200

　1,173,( 00

　　817. 5{0

　5,051.793

16,054,･187

　　193,063

'1.200.000

3,0 0(1,000

　　757､500

5. OOU.圓0

13,2( 0,()()(

　　62,552

107.'I

255. S

　92.7

　98.9

　82.2

　32.･1

15.0

10.8

　2.7

17.9

'17.3

　0.2

各加罰則椙y則金

協力会HI,0即日目印

有料肌池分

95年度国会請願紅公含む

特則既売巡礼、一般寄付

刊息池

小　　　　　　　，［ 23,92'l,905 27.202,( d3 26.220,052 95.5 9'l.()

前　朗　繰　越 575.095 ,■575.095 l.{579.94≪ 6.0
八
日　　　　　　　　｜ |‘ 2'1.5(U,l)(0 27,777.13S 27,900.0110 100.'1 100.0

瓦

出

の

部

会　　　議　　　費
賎関，ぷ発行費

印　　　印』　　費

旅　費　行　動　費

巾　　　袁　　　費

調　査　研　究　費

通　　　信　　　費

Å、　　件　　　費

巾･　務　所　費

jilii:,',消耗ふ11費

協ﾉJ会費還ﾉ心支出

寄付公辺疋jと出

ljF務所設置防ヽﾝl金

雑　　　　　　　　費

３,２

　９

１､９

　３

２,０

　８
５,７

　９

　４

　９

６．３

　５

0.C

0,（

0,t

0,（

0,（

0 ,（

0,（

3j

0 ,（

0,（

（九（

0,（

0,C

6に

O（

0（
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O（

0（

O（

0（

2（

O（

O（

0（

0（

O（

8（

3.67'1.96n

　96'l,962
2.525,096

　　95.730

2.15'l.71()

　　31.'190

　650, 296

5.-1'16.277

　960.11開

　'151.350
　359,ion

7.272.361
i.5oo,noo

　　10,858

3.50

1. 15
2,30

　30

2.32

　　5

　75

3,77

　96

　48

　90
7.88

　50
　　3

j，

)，

)，

j、

)，

).

}.

)，

)，

)，

}，

)、

)，

j，

（

（

Ｃ

Ｃ

（

（

（

（

（

（

（

（

（

「

０

０

０

０

０

Ｏ

０

５

０

０

０

Ｏ

０

５

　95.2
119.2

　91.1

313.'1

107.7

15S.8

115.3

106. 1
100.n

llO.S
250. 6

108.'I
　3.1 3

279. 9

12.5

　4,1

　8.2

　1.1

　8.3

　0.2
　2.7

20.7

　.I'l
　1.7

　3.2

28.2

　1.8

　0』

総会・幹’回い常幹

53ヽ5吋印刷り比

署私・チラシ・地肌座概要
講師派遣、ﾂﾞ･務J,j出張

全円交流集会、海外派遣

屯活、切刊し振悸ｒ政行

巾郎副!給料、アルバイト

巾務所家賃

り－ス代、‘Jf務llll'l.'lその他
協力公費還元分

祁:貨遠ﾉじ、花火遠足

小　　　　　　　１ |･ 24,200,000 26.097.190 2(5.900,000 103. 1 9G.'l

次　　!yj　　繰　　越 1.679,948

ｆ　　　備　　　費 300.000 ０ 1,000,00(1 3.6 緊急行動費
八

1 I　　　　　　　　ｌ
1･ 24,500,( 00 27.777,138 27.nO( ,000 100.'I 100.0

杓５
､II≫0O1≪醸1996- 7
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質
疑
応
答
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
会
質
疑
抜
粋

　

〈
葛
城
貞
三
・
滋
賀
県
難
病
連
〉

　

活
動
報
告
に
消
費
税
率
見
直
し
が
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
、
こ
れ
以
上
の
税
率
引
き

上
げ
は
忠
者
団
体
の
運
営
に
重
大
な
影
響

を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

〈
小
長
谷
禎
丁
京
都
難
病
連
〉

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
活
動
が
役
員
ど
ま
り
に
な
っ

て
い
る
、
目
に
見
え
る
活
動
が
必
要
。

　

〈
松
田
之
利
・
岐
阜
県
難
病
連
〉

　

各
難
病
連
の
水
準
を
引
き
上
げ
る
た
め

の
組
織
強
化
と
し
て
交
流
、
学
習
の
場
を

運
動
の
柱
と
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

〈
米
山
啼
・
大
阪
難
病
連
〉

　

難
病
セ
ン
タ
ー
建
設
運
動
に
取
り
組
ん

で
５
年
に
な
り
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
恒
久
対

策
と
し
て
患
者
会
館
問
題
も
出
て
い
る
こ

の
機
会
に
全
国
忠
者
会
館
と
各
県
難
病
セ

ン
タ
ー
建
設
に
は
ず
み
を
つ
け
る
チ
ャ
ン

ス
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

《
伊
藤
た
て
お
代
表
幹
事
》

　

創
立
1
0
周
年
は
運
動
飛
躍
の
時
で
す
。

役
［
貝
増
員
、
事
務
局
増
強
に
よ
る
充
実
が

ぜ
ひ
必
要
で
す
。
地
域
難
病
連
交
流
会
も

検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
真
の
公
的
介
護
保

障
と
は
何
な
の
か
と
い
う
提
言
を
も
含
め

た
運
動
に
も
っ
て
い
き
た
い
。
難
病
セ
ン

タ
ー
建
設
運
動
は
、
各
県
の
難
病
連
で
い

ま
す
ぐ
取
り
組
む
課
題
と
し
て
欲
し
い
。

法介
案護
提保
出険

j61

全
国
患
者
会
館
も
他
団
体
と
協
議
し
進
め

て
い
き
た
い
。
今
年
一
年
か
け
て
皆
さ
ん

と
議
論
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ

▽
福
岡
県
難
病
団
体
連
絡
会
▽
全
国
呼
吸

機
能
障
害
者
団
体
・
も
み
じ
会
▽
片
腎
会

▽
日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会
医
療
部
会

▽
社
団
法
人
埼
玉
県
障
害
難
病
団
体
協
議

会
▽
神
奈
川
県
難
治
性
疾
患
団
体
連
絡
協

議
会
▽
宮
城
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
▽

東
京
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
▽
仝
国
じ
ん

肺
忠
者
同
盟
▽
衆
議
院
議
員
・
岩
佐
恵
美

今
国
会
は
見
送
り

　

厚
生
省
・
老
人
保
健
福
祉
審
議
会
は
４

月
2
2
日
に
示
し
た
最
終
報
告
を
も
と
に
、

介
護
保
険
制
度
「
試
案
」
「
修
正
試
案
」
「
大

綱
」
と
矢
継
ぎ
早
に
ま
と
め
、
通
常
国
会

へ
の
法
案
提
出
を
め
ざ
し
て
い
ま
し
た

が
、
厚
生
省
の
ま
と
め
た
「
介
誕
保
険
」

構
想
は
Ｊ
Ｐ
Ｃ
だ
け
で
な
く
、
学
者
や
福

祉
関
係
団
体
か
ら
反
対
意
見
か
続
出
し
た

の
を
は
じ
め
、
制
度
の
運
営
主
体
と
な
る

市
町
村
が
反
対
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

政
府
は
今
国
会
で
の
法
案
提
出
を
見
送
り

ま
し
た
。

　

先
に
発
表
さ
れ
た
介
護
保
険
制
度
案
大

綱
で
は
、
「
介
誕
保
険
導
入
は
、
今
後
進

め
ら
れ
る
社
会
保
障
制
度
全
般
に
わ
た
る

再
構
築
に
先
行
し
て
、
そ
の
前
提
条
件
を

整
備
す
る
も
の
」
と
し
、
当
初
は
、
介
護

保
険
法
案
を
今
国
会
で
成
立
さ
せ
、
次
に

医
療
保
険
「
改
革
」
に
取
り
組
む
と
の
予

定
で
し
た
が
、
提
出
見
送
り
を
決
め
た
連

立
与
党
は
「
与
党
の
合
意
事
項
」
と
「
解

決
す
べ
き
懸
案
事
項
」
（
フ
面
別
掲
）
を

ま
と
め
、
秋
の
臨
時
国
会
以
降
に
並
行
し

て
議
論
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

　

最
終
報
告
は
「
保
険
料
負
担
は
2
0
歳
以

上
、
サ
ー
ビ
ス
給
付
は
6
5
歳
以
上
」
の
意

▽
参
議
院
議
員
・
西
山
登
紀
子
▽
衆
議
院

議
員
・
吉
井
英
勝
▽
衆
議
院
議
員
・
正
森

成
二
▽
衆
議
院
議
員
・
佐
々
木
陸
海
▽
広

島
県
難
病
団
体
辿
絡
協
議
会
▽
参
議
院
議

員
・
立
木
洋
▽
全
日
本
民
主
医
療
機
関
連

合
会
▽
全
国
脊
髄
損
傷
者
連
合
会
▽
衆
議

院
議
員
・
竹
村
正
義
▽
参
議
院
議
貝
・
有

働
正
治
▽
衆
議
院
議
員
・
山
原
健
二
郎
▽

社
団
法
人
‐
本
栄
養
士
会
・
全
国
病
院
栄

毀
士
協
議
会
▽
参
議
院
議
員
・
橋
本
敦
▽

参
議
院
議
員
・
山
下
よ
し
き
▽
参
議
院
議

員
・
須
藤
美
也
子
▽
参
議
院
議
員
・
阿
部

幸
代
▽
全
日
本
国
立
医
療
労
働
組
合

見
で
あ
り
ま
し
た
が
、
制
度
大
綱
は
「
保

険
料
負
担
、
サ
ー
ビ
ス
給
付
と
も
に
4
0
歳

以
上
」
と
大
き
く
異
な
っ
た
も
の
と
な
り
、

試
案
で
は
事
業
主
負
担
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
修
正
試
案
で
は
こ
の
文
章
が

削
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
綱
で
は
再

び
事
業
主
負
担
の
割
合
5
0
％
と
法
定
化
す

る
な
ど
、
短
期
間
に
制
度
の
骨
格
が
変
更

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
「
介
護
保
険
」
構
想
が
拙
速
に
、
し

か
も
充
分
な
議
論
を
経
な
い
状
態
で
、
法

制
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
の
必
要
な
す
べ
て
の
人
々
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
真
の
公
的
介
護
保
障
の
実

現
に
向
け
、
い
ま
こ
そ
、
私
た
ち
患
者
・

家
族
が
求
め
て
い
る
介
護
保
障
へ
の
切
実

な
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

卜土白川柚|
７
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健
保
二
割
・
老
人
定
率
へ

　

厚
相
の
諮
問
機
関
で
あ
る
医
療
保
険
審

議
会
は
６
月
2
1
日
、
「
今
後
の
国
民
医
療

と
医
療
保
険
制
度
改
革
の
あ
り
力
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
第
二
次
報
告
を
ま
と
め
ま

し
た
。
こ
の
報
告
は
、
患
者
負
担
の
「
公

平
」
を
は
が
る
た
め
に
、
「
給
付
率
の
見

直
し
」
を
提
起
す
る
な
ど
、
大
胆
な
医
療

保
険
制
度
の
改
悪
を
す
す
め
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
が
、
今
後
の
「
検
討
項
目
」
と

し
て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
最

終
報
告
は
Ｈ
月
に
ま
と
め
ら
れ
、
次
期
通

常
国
会
で
健
保
法
改
悪
案
を
捉
出
す
る
方

針
で
す
。

　
　

「
見
直
し
Ｌ
の
第
一
は
、
患
者
自
己
負

担
の
見
直
し
で
す
。
当
面
、
健
康
保
険
本

人
の
負
担
を
現
行
の
一
割
か
ら
二
割
に
倍

増
す
る
こ
と
（
三
割
と
の
案
も
浮
上
）
、

7
0
歳
以
上
の
高
齢
者
の
負
担
も
現
行
は
定

額
（
外
来
一
月
千
二
十
円
、
入
院
一
日
七

百
円
）
で
す
が
、
こ
れ
を
定
率
負
担
二

～
二
割
）
と
し
て
、
若
年
世
代
と
の
統
一

を
は
か
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

薬
剤
の
給
付
で
も
現
在
の
七
～
九
割
の

給
付
率
を
五
割
と
す
る
こ
と
や
、
医
薬
品

の
種
類
に
応
じ
た
給
付
率
格
差
（
三
～
七

割
）
の
設
定
、
ま
た
、
薬
剤
に
つ
い
て
は

医
保
審
第
二
次
報
告

窓
口
で
費
用
全
額
を
支
払
い
、
後
で
保
険

か
ら
一
部
戻
す
償
還
払
制
度
の
導
入
な
ど

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

第
二
は
、
医
療
保
険
で
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
範
囲
の
見
直
し
で
す
。
給
付
の
重

点
化
と
い
う
名
目
で
、
軽
医
療
（
風
邪
な

ど
）
の
給
付
除
外
や
室
料
、
食
事
の
給
付

な
ど
を
除
外
す
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
特
定
療
養
費
制
度
（
室
料

差
額
な
ど
）
を
拡
大
し
、
保
険
に
よ
る
診

療
と
忠
者
の
自
費
（
保
険
外
）
に
よ
る
診

療
。
選
択
で
き
る
”
「
混
合
診
療
」
を
認

め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
公
的
保
険
で
足

り
な
い
部
分
は
民
間
保
険
を
活
用
す
べ
き

で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

第
三
は
、
社
会
的
入
院
の
解
消
と
い
う

名
目
で
、
医
師
や
ベ
ッ
ド
数
を
抑
え
て
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
‥
．
ｔ
を
抑
え
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　

介
護
保
険
で
は
、
療
養
型
病
床
群
を
介

護
施
設
の
対
象
に
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
医
療
保
険
の
ベ
ッ
ド
数
を
削
減
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
医
師

の
数
を
減
ら
す
た
め
、
保
険
医
定
年
制
や

定
数
制
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ﾄ.7

　

与
党
の
「
解
決
す
べ
き
懸
案
事
項
」

①

　

市
町
村
等
の
関
係
者
の
意
見
を
踏
ま

え
、
安
定
し
た
財
政
運
営
と
市
町
村
に
お

け
る
円
滑
な
事
務
が
遂
行
で
き
る
制
度
と

な
る
よ
う
努
め
る
。

②

　

円
滑
な
施
行
の
観
点
か
ら
、
住
宅
・

施
設
両
面
に
わ
た
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤

の
一
層
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
、
総
合

的
か
つ
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
行
わ
れ

る
よ
う
、
検
討
を
行
う
。

保
健
所
の

改
編
を
提
言
地方分椛

推進委員会

　

地
方
分
権
推
進
委
員
会
は
３
月
2
9
日
、

中
間
報
告
「
分
権
社
会
の
創
造
」
を
ま
と

め
ま
し
た
。
報
告
は
、
保
健
所
の
必
置
規

制
（
地
域
保
健
法
第
５
条
・
都
道
府
県
又

は
政
令
市
に
設
置
）
に
関
し
て
、
ど
の
よ

う
な
職
員
を
ど
の
よ
う
に
配
置
す
る
か
と

い
う
こ
と
は
、
地
方
自
治
の
本
旨
に
関
わ

る
問
題
で
あ
り
、
そ
の
自
主
組
織
権
を
国

が
制
約
す
る
こ
と
は
、
特
別
な
場
合
に
限

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
保
健
所
の

必
置
規
制
の
大
幅
な
見
直
し
を
求
め
て
い

ま
す
。

　

地
域
保
健
法
改
正
に
よ
り
。
保
健
所
の

機
能
強
化
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
る
時
、

現
在
す
す
め
ら
れ
て
い
る
保
健
所
の
統
廃

③

　

民
間
活
力
の
積
極
的
な
活
用
を
図
る

　

バ

た
め
ヽ
規
制
緩
和
を
積
極
的
に
推
進
す
る

　

ｙ

と
と
も
に
、
民
間
非
営
利
サ
ー
ビ
ス
と
の

適
切
な
連
携
が
と
れ
る
柔
軟
な
制
度
の
仕

組
み
を
検
討
す
る
。

④

　

社
会
保
障
制
度
改
革
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
す
と
と
も
に
そ
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

る
医
療
制
度
改
革
の
内
容
を
明
ら
か
に
す

る
。

⑤

　

国
民
に
対
す
る
周
知
の
徹
底
を
図

り
、
十
分
な
理
解
を
求
め
る
。

合
、
必
置
規
制
の
見
直
し
は
地
域
問
格
差

を
助
長
し
、
患
者
、
家
族
に
大
き
な
影
顛
‥

を
及
ぼ
す
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
1
2
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
、

難
病
対
策
専
門
委
員
会
「
最
終
報
告
」
で

は
、
地
城
に
お
け
る
保
健
医
療
福
祉
の
充

実
・
連
携
の
項
で
、
「
今
後
、
保
健
所
は
、

専
門
的
・
技
術
的
な
対
応
を
必
要
と
す
る

難
病
忠
者
に
対
す
る
扁
度
か
つ
効
率
的
な

保
健
指
導
な
ど
の
実
施
主
体
、
あ
る
い
は

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
発

揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
」
と
の

報
告
と
矛
盾
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
ほ
健
所
必
置
規
制
見
直
し
と
並

行
し
て
、
保
健
所
長
の
医
師
資
格
要
件
の

廃
止
も
中
間
報
告
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
誰
も
が
安
心
し
て
、
信
頼
で
き
る
相

談
窓
口
と
し
て
の
保
健
所
の
崩
壊
に
つ
な

が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

1996－ 7☆⊃うI(=ト)
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衆
・
参
両
院
で
採
択

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

8
0
万
を
超
え
る
請
願
署
名

　

総
合
的
難
病
対
策
の
早
期
確
立
を
要
望

　
　

て
い
る
難
病
患
者
ら
の
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
、

す
る
国
会
請
願
は
６
月
３
日
、
代
表
一
〇

　
　

福
祉
、
教
育
、
就
労
、
住
宅
、
交
通
に
関
す
る

五
人
が
両
院
議
員
会
館
に
全
国
の
仲
問
が

　
　

総
合
的
対
策
を
確
立
す
る
こ
と
、
④
看
護

集
め
た
8
0
万
人
を
越
え
る
署
名
を
携
え
、

一
七
四
衆
参
両
院
議
員
に
院
へ
の
請
願
書

提
出
の
お
願
い
に
回
り
ま
し
た
。

　

こ
の
請
願
は
、
昨
年
に
続
き
第
一
三
六

通
常
国
会
の
会
期
末
で
あ
る
６
月
1
9
日
、

衆
参
両
院
本
会
議
で
採
択
さ
れ
、
内
閣
に

送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

詰
願
は
、
総
合
的
難
病
対
策
の
早
期
確

立
を
要
望
し
て
、
①
難
病
の
原
因
究
明
、
治

療
法
未
確
立
の
た
め
の
予
算
を
大
幅
に
増

額
す
る
こ
と
、
②
難
病
、
長
期
療
養
者
の

た
め
に
国
立
療
養
所
を
整
備
し
、
在
宅
医

療
へ
の
支
援
を
含
め
た
専
門
医
療
機
関
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
、
③
身
体
障
害
者
福

祉
法
な
ど
各
種
法
制
度
の
谷
間
に
お
か
れ

婦
不
足
を
早
急
に
解
消
し
、
大
幅
な
増
員

を
は
か
っ
て
、
行
き
届
い
た
看
護
を
保
障

す
る
こ
と
、
⑤
難
病
患
者
、
障
害
者
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
生
活
を
お
く
る
こ
と
が

-、

請願署名集計一覧

８

で
き
る
よ
う
年
金
制
度
を
改
善
す
る
こ

と
、
⑥
東
京
に
全
国
患
者
会
館
を
設
立
す

る
と
と
も
に
、
生
活
・
医
療
相
談
、
集
団

無
料
検
診
な
ど
を
行
う
「
難
病
セ
ン
タ
ー
」

を
全
都
道
府
県
に
設
立
す
る
こ
と
、
の
６

つ
の
事
項
の
実
現
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
初
め
て
衆
参
両
院
で
採
択
さ
れ
た

講
願
は
、
来
年
一
月
か
ら
実
施
の
難
病
患

◆
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
◆

　

３
月
2
6
日
、
井
上
貞
子
（
東
京
都
）
さ

ん
よ
り
二
百
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
不
幸
に
も
ご
子
息
の
突
然
の
交
通

事
故
死
に
よ
り
受
け
収
ら
れ
た
生
命
保
険

を
運
動
資
金
援
助
に
と
の
申
し
出
が
井
上

さ
ん
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
財
政
支
援
カ
ン
パ
と
し

て
、
秋
田
県
難
病
連
よ
り
二
万
円
、
大
分

県
難
病
連
の
二
木
一
三
さ
ん
よ
り
五
万
円

の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
寄
付
金
に
よ
り

9
5
年
度
は
黒
字
決
算
と
な
り
、
次
年
度
繰

越
金
も
確
保
で
き
ま
し
た
。

取組団体名 署名数

北海道難病連

秋[目県難病連

山形県難病遠

福島県難病連

茨城県難病連

群馬県難病遠

長野県難病連

岐阜県難病遠

静岡県難病遠

滋賀県難病遠

京都難病連

大阪難病迪

兵庫県難病遠

奈良県難病遠

祖歌山県難病連

岡山県難病連

香川県難病連

高知県難病遠

愛媛県難病連

佐賀県難病達

大分県邨病連

宮崎県難病遠

鹿児島難病連

ス　　全　　協

仝　　交　　災

全　　賢　　|高

心　　臓　　病

パーキンソン

黛　　療　　隔

日　　肝　　|宸

全　　低　　肺

も　や　の　会

ＪＰＣその他

46,819

　8,575

　7,968

15,051

15,772

21,829

11,991

2.'1,75'1

25,522

13,457

21,585

50,313

25,077

　4,987

　18,115

　21,221

　13,555

　4,681

　14,000

　　317

　20,611

　7, 305

　11,635

　6,518

　　170

349,049

　19,160

　3.966

　7,461

　2.257

　　985

　3,275

　5.126

介　　計 803,107

一
九
七
六
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
作

　

可

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
迦
巻
二
六
二
五
号
（
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
発
行
）

　

Ｊ
Ｌ
Ｌ
１

-
'1
11
'
.-
1r
r
r
^
1

_
-
＾
T
-
i
-
f

■
S
i
l
]

1
1
-
i

者
ら
へ
の
福
祉
施
策
整
備
計
画
と
し
て
在

宅
難
病
患
者
へ
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
成

果
は
着
実
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

い
ま
ま
で
以
上
に
署
名
運
動
を
強
め
て
い

く
こ
と
が
私
た
ち
の
要
望
を
実
現
す
る
道

で
す
。

◆
新
刊
書
紹
介
◆

名
医
に
聞
く

　

「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
治
療
Ｑ
＆
Ａ
」

　
　
　

全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
編

　

本
書
は
、
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の

会
が
2
0
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
編

集
、
発
行
し
た
忠
者
の
た
め
の
解
説
書
。

　

頒
価
1
6
5
0
円
（
送
料
含
む
）

　

同
時
に
2
0
周
年
記
念
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー

ド
・
一
枚
千
円
（
送
料
含
む
）
も
発
売
。

ご
注
文
・
問
い
合
わ
せ
＝
全
国
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
友
の
会

　

登
0
3
1
5
C
M
7
3
－
－
’
8
5
6
1

　

東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
２
－
２
－
８

　

全
国
心
障
児
陥
祉
財
団
内

　

〒
屁

　

事
務
局
の
あ
る
東
京
豊

島
区
で
母
子
餓
死
事
件
が

あ
り
ま
し
た
。
住
専
問
題

や
米
軍
へ
思
い
や
り
を
か

け
る
よ
り
、
生
き
る
金
の

使
い
方
を

発
一
丁
斤

　

身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

　
　
　

一

・
ｆ
瓦

　

東
京
都
世
田
谷
区
砧
６
－
2
6
－
2
1

　
　

頒
価
三
百
円
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